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衆
議
院
憲
法
審
査
会
に
招
致
さ
れ
た
参
考
人
の
発
言
に
対
す
る
政
府
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
六
月
四
日
の
衆
議
院
憲
法
審
査
会
で
参
考
人
と
し
て
招
致
さ
れ
た
、
自
民
、
公
明
、
次
世
代
の
各
党
が
推
薦
し
た
長
谷

部
恭
男
氏
、
民
主
党
が
推
薦
し
た
小
林
節
氏
、
維
新
の
党
が
推
薦
し
た
笹
田
栄
司
氏
の
憲
法
学
者
三
人
が
、
集
団
的
自
衛
権
を

行
使
可
能
に
す
る
新
た
な
安
全
保
障
関
連
法
案
（
以
下
、
「
法
案
」
と
す
る
。
）
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
「
憲
法
違
反
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。
三
氏
は
い
ず
れ
も
以
下
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。

〇
長
谷
部
恭
男
氏：

「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
許
さ
れ
る
と
い
う
そ
の
点
に
つ
い
て
、
憲
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
。
従
来
の
政
府
見
解
の
基
本
的
な
論
理
の
枠
内
で
は
説
明
が
つ
か
ず
、
法
的
な
安
定
性
を
大
き
く
揺
る
が
す
も
の

で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。
」
（
以
下
、
「
長
谷
部
発
言
」
と
す
る
。
）

〇
小
林
節
氏：

「
海
の
外
で
軍
事
活
動
す
る
法
的
資
格
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
な
い
。
仲
間
の
国
を
助
け
る
た
め
に
海
外
に
戦
争

に
行
く
、
こ
れ
は
集
団
的
自
衛
権
で
な
い
と
い
う
人
は
い
な
い
は
ず
で
、
憲
法
九
条
違
反
。
ま
た
、
外
国
軍
隊
へ
の
後
方
支

援
と
い
う
の
は
日
本
の
特
殊
概
念
で
あ
り
、
戦
場
に
前
か
ら
参
戦
せ
ず
に
後
ろ
か
ら
参
戦
す
る
だ
け
の
話
だ
。
」
（
以
下
、

「
小
林
発
言
」
と
す
る
。
）

〇
笹
田
栄
司
氏：

「
日
本
の
内
閣
法
制
局
は
、
自
民
党
政
権
と
と
も
に
安
保
法
制
を
ず
っ
と
つ
く
っ
て
き
て
い
た
わ
け
だ
が
、

一



そ
の
や
り
方
は
、
非
常
に
、
ガ
ラ
ス
細
工
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
保
っ
て
き
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
今
回
の
関
連
法
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
定
義
を
踏
み
越
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
違
憲
の
考
え
方
に

立
っ
て
い
る
。
」
（
以
下
、
「
笹
田
発
言
」
と
す
る
。
）

右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
長
谷
部
発
言
」
に
関
し
、
政
府
の
見
解
如
何
。

二

「
小
林
発
言
」
に
関
し
、
政
府
の
見
解
如
何
。

三

「
笹
田
発
言
」
に
関
し
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

今
回
衆
議
院
憲
法
審
査
会
で
、
参
考
人
に
招
致
さ
れ
た
三
氏
が
「
法
案
」
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
憲
法
違
反
と
の
見
解
を
示

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
閣
僚
や
与
党
幹
部
は
「
憲
法
の
範
囲
内
」
等
、
真
逆
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
と
承
知
す
る
。
政
府
と

し
て
も
同
様
に
、
「
法
案
」
は
憲
法
の
範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
「
長
谷
部
発
言
」
、
「
小
林
発
言
」
、

「
笹
田
発
言
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ど
の
部
分
が
間
違
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
詳
細
か
つ
具
体
的
に
政
府
の
見
解
を

説
明
さ
れ
た
い
。

五

政
府
と
し
て
、
三
氏
の
指
摘
を
受
け
、
「
法
案
」
の
今
国
会
に
お
け
る
成
立
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
審
議
に
今
後
よ
り

二



時
間
を
か
け
る
、
ま
た
は
一
度
「
法
案
」
を
撤
回
す
る
考
え
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


